
欠損症例の診断と治療戦略
:拡大を防ぐためのチーム医療の実践法

日時： 2025年3月16日（日）9：00〜12：00（受付8：30より開始）
場所： ホテル金沢 ４F エメラルドルーム

日本顎咬合学会
北陸地区認定教育研修会

※認定資格保有者は10単位付与されます。当日は日顎会員カードを忘れずにご持参下さい。

会費(税込)： 会員 歯科医師 5,500円 歯科技工士・歯科衛生士・歯科助手 3,300円
クリニック参加 11,000円(院長が日顎会員の場合・スタッフ何名でも！)

非会員 歯科医師 6,600円 歯科技工士・歯科衛生士・歯科助手 4,400円
クリニック参加 13,200円(スタッフ何名でも！)

申込期限： 3月8日（土）（FAXまたはGoogle Formでお申し込み下さい。）

金沢市堀川新町1-1 Tel．076-223-1111

※お申し込みは裏面へ

※本事業は会員・非会員ともに課税対象となります。

歯の欠損が生じると、隣接する歯や残存組織に過剰な負担がかかり、欠損が拡大するリスクが高まる。したがって、残念な
がら欠損が生じた場合、早期かつ適切な治療介入を行うことが欠損拡大防止において重要なテーマである。歯が失われた
原因を診断し、欠損部のみならず全顎的な予後を予測することが咬合の維持に重要な役割を果たしている。一度、咬合のバ
ランスが崩れると局所的に力が集中し、歯や歯周組織に大きな負担がかかるため、補綴設計を考慮することが残存組織の
維持・安定において大切となる。
補綴治療を行う際には、歯科医師だけでなく歯科衛生士、歯科技工士との連携が必要となる。歯周基本治療は歯科治療
の根本であり１歯単位の歯の保存に努めることであるが、それに引き続き失われた形態を回復し、顎関節、歯の形態の問題
や歯周病により骨吸収の進行が起こった口腔内を維持し続けることは容易でない。さらに義歯やインプラントを用いて適切な
機能回復を提供し、骨や歯槽堤への負担を軽減することが求められる。
特に多数歯の欠損症例においては、口腔全体のバランスを考慮し、段階的かつ包括的な治療計画が必要である。コンサ
ルテーションを通じて患者の要望を反映させ、全体的な咬合バランス、審美性、機能性を重視しながら、優先度の高い部分
から治療を進める戦略を考えることが大切である。本講演では、欠損拡大を防ぐための治療計画とその実践についてチーム
で一緒に考えていきたい。

講師 相宮秀俊 愛知県名古屋市 吹上みなみ歯科
２００４年３月 愛知学院大学 歯学部 卒業
２００４年〜 愛知学院大学 歯学部 歯科放射線学講座 入局
２００４年３月〜２０１５年３月 医療法人 至誠会 二村医院 勤務
２０１５年５月 吹上みなみ歯科開設
２０１９年３月 歯学博士 取得

愛知学院大学歯学部歯科放射線学講座 助教（非常勤）
東海歯科医療専門学校 （顎口腔機能学） 講師
ナゴノ福祉歯科医療専門学校 （歯科放射線学） 講師



•JR金沢駅東口、東広場から徒歩で約1分
•小松空港から直通バスで40分（金沢駅西広場ターミナルより発着）
•北陸自動車道 金沢東ICから車で10分
•北陸自動車道 金沢西ICから車で15分

会場案内

ホテル金沢

〒920-0849 石川県金沢市堀川新町1番1号
TEL 076-223-1111

◆参加希望 Fax シート◆

【お問い合わせ】

北陸日顎会事務局
（白石歯科クリニック内）

TEL 076-241-0349

〇で囲んでください

【FAX送信先】 076-2４1-１３４９

参加申し込みはFaxまたはGoogle Formでお願いいたします。
参加費は当日会場でお支払い下さい。現金のみのお取り扱いとなります。
釣銭のないようご協力をお願いいたします。

クリニック名 お名前 電話番号

会員 非会員 Clinic（総参加人数 名） Dr DH DT

日顎会員番号 E Mail

〇で囲んでください

◆Google Formお申し込み先◆
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